
言語聴覚 (便覧用)(H30入学生用) 
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人間と文化 心理学概論 講義 2 15 １後 ○
人間と社会 日本国憲法 講義 2 15 １前 ○

情報処理 演習 2 15 １前 ○
基礎統計学 講義 2 15 １後 ○
英語Ⅰ 演習 2 15 １前 ○
英語Ⅱ 演習 2 15 １後 ○
スポーツ 演習 2 15 １後 ○
基礎セミナーⅠ 演習 2 30 １通 ○
基礎セミナーⅡ 演習 2 30 ２通 ○
卒業研究Ⅰ 演習 2 30 ３通 ○
卒業研究Ⅱ 演習 2 30 ４通 ○
チーム医療概論Ⅰ 講義 1 15 １前 ○
チーム医療概論Ⅱ 講義 1 15 １後 ○
解剖学総論 講義 2 15 １前 ○
解剖学Ⅰ(骨・筋の形態学) 講義 2 15 １後 ○
生理学Ⅰ 講義 2 15 １後 ○
病理学 講義 1 15 ２後 ○
内科学 講義 2 15 ２後 ○
臨床神経学 講義 2 15 ２前 ○
精神医学 講義 2 15 ２前 ○
小児科学 講義 2 15 ２後 ○
リハビリテーション医学診断学 講義 1 15 ２前 ○
耳鼻咽喉科学 講義 2 15 ２後 ○
形成外科学 講義 1 15 ２後 ○
臨床歯科学 （口腔外科学を含む） 講義 1 15 ２後 ○
発声発語系医学 講義 1 15 ２前 ○
神経系医学 講義 1 15 ２前 ○
聴覚系医学 講義 1 15 ２前 ○
発達心理学 講義 2 15 １前 ○
臨床心理学 講義 2 15 ２前 ○
学習・認知心理学 講義 2 15 ２前 ○
心理測定法 講義 1 15 ２後 ○
言語学 講義 2 15 ２後 ○
音声学 講義 2 15 １後 ○
音響学（聴覚心理学を含む） 講義 2 15 ２後 ○
言語発達学 講義 1 15 １後 ○
リハビリテーション概論 講義 1 15 １前 ○
保健医療論 講義 2 15 １前 ○
社会保障制度 講義 2 15 ２後 ○
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言語聴覚障害概論 講義 2 15 １前 ○
言語聴覚障害診断学 講義 2 15 ２後 ○
言語聴覚障害診断学演習 演習 1 15 ２前 ○
失語症学 講義 2 15 ２後 ○
失語症評価学 講義 2 15 ３前 ○
高次脳機能障害学 講義 2 15 ３前 ○
失語・高次脳機能障害治療学 講義 2 15 ３後 ○
言語発達障害学 講義 2 15 ２前 ○
言語発達障害評価演習 演習 1 15 ３後 ○
小児言語聴覚教材演習 演習 1 15 ３後 ○
言語発達障害治療学 講義 2 15 ３前 ○
器質・機能性発声発語障害学 講義 2 15 ３前 ○
運動性発声発語障害学 講義 2 15 ３前 ○
発声発語評価演習 演習 1 15 ３後 ○
摂食・嚥下障害学 講義 2 15 ３前 ○
摂食・嚥下障害評価演習 演習 1 15 ３後 ○
発声発語・嚥下障害治療学 講義 2 15 ３前 ○
聴覚障害学 講義 2 15 ３前 ○
聴覚障害治療学 講義 2 15 ３後 ○
聴覚検査法 講義 2 15 ３後 ○
補聴器・人工内耳 講義 1 15 ３後 ○
言語聴覚学臨床実習Ⅰ 実習 1 45 ２前 ○
言語聴覚学臨床実習Ⅱ 実習 3 45 ３後 ○
言語聴覚学臨床実習Ⅲ 実習 4 45 ４前 ○
言語聴覚学臨床実習Ⅳ 実習 4 45 ４前 ○
研究方法論 講義 2 15 ３後 ○
卒業論文 演習 2 30 ４通 ○
言語聴覚評価特論 講義 2 15 ４後 ○
失語・高次脳機能障害特論 講義 2 15 ４後 ○
摂食・嚥下障害特論 講義 2 15 ４後 ○
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